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住所　〒７２１－０９１５　福山市伊勢丘６－６－１
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1 遊歩一景　今回は千田学区の鶴ヶ橋

　鶴ヶ橋は，千田学区（横尾町）の北方を流れる高屋川にかかり，国道313号線と三叉路で交わっています。渋滞か所として知られ，朝晩の交通情報では度々その名前を聞くと思います。橋の南詰めは，福塩線の踏切がある珍しい構造で「国鉄」の時代には線路の傍らに職員が駐在し，踏切を上げ下げしていました。
　橋が架かる前の江戸時代前期は渡し場があり，茶屋や露店が並んで賑わったそうです。この辺りは，鶴が飛来する水辺だったことから「鶴ヶ渡し」と呼ばれたそうで，当時から人の往来が多くありました。東西は備中や安芸へ続く山陽道が通り，南北は福山城下から山陰へ続く交通の要所だったようです。
　今日の渋滞緩和は，長年の課題で信号を電車の時刻に合わせたり，現在は線路を立体交差する新たな道と橋の建設が進んでいます。


2 東部図書館が開催する　赤ちゃんと一緒のお話し会をＺＯＯＭで配信します

（1） 日時　２月１７日（金曜日）１１時～１１時２０分
（2） 場所　東部市民センター２階　集会室

（3） 定員
1 会場　１５組
2 オンライン　１０組
（4） 内容　絵本の読み聞かせや手遊びなど

（5） 対象　乳幼児と保護者

（6） 申込み　オンラインのみ必要です

（7） 申込み・お問合せ先　東部地域振興課
1 電話　084-940-2574
2 FAX　084-947-5658
3 メール　toubu₋chiikishinkou@city.fukuyama.hiroshima.jp


3 桜坂ギャラリー企画展のお知らせ

（1） テーマ　ウクライナ侵攻１年　つなげたい気持ちとメッセージ
（2） 内容　
　２月２４日でウクライナ侵攻開始から１年がたちます。福山市に避難してこられたウクライナの人々は，日々の暮らしの中でどのようなことを感じているのでしょうか。市民との交流や，うかがったお話などをパネルで紹介する企画展を行います。
（3） 期間　２月１８日（土曜日）から２月２８日（火曜日）
（4） 場所　東部市民センター２階　ロビー
（5） 主催・お問合せ先　東部地域振興課
1 電話
０８４－９４０－２５７４

2 FAX
０８４－９４７－５６５８


4 ふくやま東部文化フェスタ開催のお知らせ

（1） 日時　３月５日（日曜日）９時３０分から１６時
（2） 場所　福山市東部市民センター
（3） ポスターイラストデザイン　大門高等学校美術部卒業生
（4） テーマ　東部からローズマインド　笑顔の花を咲かせよう
（5） 注意事項
1 新型コロナウイルス感染症の感染状況によっては，中止になる場合があります。
2 当日はマスク着用，検温，手指消毒，連絡先の記入等の協力をお願いします。
（6） 内容
1 ステージ発表
1. 発表団体　１４団体
2. 席数　１００席（団体毎の入替制）
4 申込先　福山市東部地域振興課
4 電話　０８４-９４０-２５７４
4 受付期間時２月１０日（金）～３月２日（木）
4 プログラム　開始時間　団体名　演目種類　学区の順
4 ９時３０分　長浜学区浜っ子太鼓隊
　太鼓演奏
長浜

4 １０時５分
マリンブルー坪生　フラダンス
坪生
4 １０時３０分　大正琴琴音会のんのん
大正琴演奏
引野
4 １０時５５分　太極拳　太極拳　日吉台
4 １１時２０分　ダンスＤａｎｃｅかすが　レクリエーションダンス　緑丘

4 １１時４５分　ウクレレｐｉｌｉａｌｏｈａ
ウクレレ演奏とフラダンス　蔵王

4 １２時３０分　３Ｂ体操ぐーちょきぱあ（ひよこ合同）
３Ｂ体操
大谷台

4 １２時５５分　緑風の友　太極拳　
旭丘

4 １３時２０分　ハッピーフラ千田　
フラダンス　
千田
4 １３時４５分　御幸音頭保存会　踊り　御幸

4 １４時１０分　大正琴琴成流ののはま　大正琴演奏　野々浜

4 １４時３５分　太極拳同好会「福山」大門本部道場　太極拳
大津野

4 １５時　タキクミコ・トモコハーラウフラオカレオマルヒア
フラダンス　幕山

4 １５時２５分　シンフォニックウインズ
吹奏楽　伊勢丘

4 ＹＯＵＴＵＢＥで配信します（生放送ではありません）
4 内容
4 当日ステージで発表がない団体の事前収録をしたものをオンラインで見ることができます！ 

4 公開開始日時時３月５日（日曜日）９時３０分から
4 「ふくやま東部文化フェスタ　YOUTUBE」で検索してください
4 オンライン配信団体　団体名　演目種類　学区の順
4 大正琴琴成流東部市民センターグループ
大正琴演奏
伊勢丘
4 伊勢丘空手道サークル
空手道演武
伊勢丘
4 ＷＩＮＤ　ＢＡＮＤ
マーチング
伊勢丘


4 バザール出展
4 場所　１階　サロン・エントランス
4 飲食スペースは駐輪場のみです
4 内容　品目　団体・サークル名の順
4 やき芋　引野いもいも隊
4 手芸品　かすがサロン
4 柑橘類・芋ケンピ　春日台福祉会
4 パッチワーク・スカーフ・小物　ル・プランタン
4 焼き菓子・おこわ・野菜・雑貨　一れつ会
4 青葉・手芸品　小町くらぶ
4 皮製品　レザーサークル


4 作品展示
4 注意　会場の密集を防ぐため，入場制限をさせていただく場合があります。
4 グループ・サークルの展示
4 会場　２階　２１会議室
4 展示内容　団体名　作品種類　活動施設の順
4 野々浜写ッターチャンス同好会　写真　
野々浜公民館
4 大門写ッターチャンス同好会
写真
　大門公民館
4 大門郷土史研究会　写真史料　大門公民館
4 アイビーフラワーアレンジメント　
お花　坪生公民館
4 遊友クラブ　手芸品　坪生公民館
4 たんぽぽ　プリザーブドフラワー　坪生公民館
4 書をたのしむ会　色紙　緑丘公民館
4 緑丘フォトクラブ　写真　緑丘公民館
4 大谷台水墨画サークル　水墨画　大谷台公民館
4 朋邑書道会　書道作品　大谷台公民館
4 ひきの写真同好会　写真　引野公民館
4 日吉台絵手紙サークル　絵手紙　日吉台公民館
4 木版画ローラーの会　木版画作品　
伊勢丘交流館
4 伊勢丘絵画同好会　絵画　伊勢丘交流館

4 雅友会　絵画　伊勢丘交流館
4 朋邑書道会　小作品　蔵王公民館
4 喜楽会　絵手紙　蔵王公民館
4 スイセン　手芸（ちりめん小物）　蔵王公民館
4 押し花グラスアート　押し花とグラスアート　春日公民館
4 レインボークラブ　活動紹介　東部市民センター
4 しおんの会　フラワーアレンジ　東部市民センター
4 福山きりえの会　きりえ　東部市民センター


4 小学校児童作品展示
4 会場　２階　２１会議室　２２会議室
4 展示していただいた学校
4 引野小学校
4 旭丘小学校
4 緑丘小学校
4 長浜小学校
4 蔵王小学校
4 千田小学校
4 御幸小学校
4 大津野小学校
4 伊勢丘小学校
4 野々浜小学校
4 春日小学校
4 坪生小学校
4 幕山小学校
4 日吉台小学校
4 大谷台小学校
4 銀河学院ぎんがの郷小学校
4 英数学館小学校　


4 その他
4 主催　東部ブロック生涯学習フェスティバル実行委員会


福山市東部地域振興課

4 後援　福山市自治会連合会東部ブロック


東部ブロック各学区まちづくり推進委員会


東部ブロック管内各公民館・交流館


春日コミュニティ館


福山市東部市民センター

4 問い合わせ　福山市東部地域振興課
電話　084-940-2574


5 東部のイベント・講座情報

5 東部図書館からのお知らせ
5 詩の朗読と解説を行います
5 テーマ　今日、あなたは空を見上げましたか


　～長田弘の詩を読む～
5 日時　２月１８日（土曜日）１３時３０分から１５時

5 場所　東部市民センター２階　集会室
5 内容　作品『最初の質問』『あのときかもしれない』など朗読と解説

5 講師　藤井康治さん（福山老人大学講師）

5 申込み　２月１日（水曜日）１０時から先着２５人
5 申込み・問い合わせ先　東部図書館
電話　084-940-2575


5 春日コミュニティ館からのお知らせ
5 パネルディスカッションを開催します
5 テーマ　子どもたちにとって安心できる学びの場とは



～学校ってなんだろう？～
5 日時　３月４日(土曜日)１０時から１１時３０分
5 パネラー　 奥野しのぶさん（ＮＰＯ法人こどもステーション）



　三好久子さん（冒険遊び場　でんぐりかっぱ代表）
5 対象　どなたでも
5 託児あります（要申込）

5 施設利用者学習会を開催します
5 テーマ　東日本大震災から見えてきたもの



～今、わたしたちができること～
5 日時　３月１１日(土曜日)1４時から1５時３０分
5 講師　河野教明さん（光圓寺住職）
5 内容　２０１２年から毎夏「福島の親子保養」を開催し，福島の親子を招待してきた支援活動について
5 対象　どなたでも（要申込）

5 会場・申込み・お問合せ先　春日コミュニティ館
電話　084-943-2531

6 特集　福山市人権尊重のまちづくり条例ができました　その１０

●人権関係法を具体的な施策に
　部落差別解消推進法や障がい者差別解消法などの人権関係法はできました。しかし，具体的な施策を行わなければ「絵にかいた餅」になってしまいます。そこで全国の自治体は，これらの法律の内容を施策に反映するため，条例作りに取り組んでいます。

●多くの都道府県が人権条例を施行
　２０２２年（令和４年）４月までに，多くの都道府県が人権を尊重するための条例の施行を終えています。また，条例作りに至っていない都道府県でも，ガイドラインや推進指針などを策定し，それぞれの自治体の課題に照らした施策を実施しています。

●条例の理念を活かした社会の実現に向けて
「人権尊重のまちづくり」について，さまざまな記事を掲載していきます。条例の理念が活かされた社会の実現に向けて，考える機会にすることができればと思います。


7 コラム　あのうそのうネクスト
　昨今、日常生活の「デジタル化」が一気に進んだように感じます。これはコロナの影響が大きく、以前と比較すると非接触に対する意識が高まったことによると言えます。買い物一つを取ってみてもスマホでの電子決済やセルフレジなどを導入する店も多くなりました。また、デジタル機器を活用して自宅などの遠隔地で仕事をしている方もおられることでしょう。
　地域ではここ数年多くの方が集う行事が出来ず「つながりが希薄化したと感じる」とよく聞きますが、それに対する一つの手法としてイベントや講演会の生配信など、地域活動を止めない新しい取り組みもすでに始まっています。
　デジタルでは表情や気持ちを感じ取るのが難しいからこそ、相手の気持ちをおもんぱかる力や、日頃からのつながりを大切にすることが重要になってきます。
　当課でもデジタルを活用したこれからの地域づくりに取り組んでいますので、ぜひご相談ください。

視覚障がい等の理由がある人のために，営利目的を除き「録音」「点字」「拡大」などを認めます。

以上
